様式　２－１
事　業　計　画　書

	申請者企業名
	

	事業の名称
	（50文字以内）


	事業の実施期間
	（着手）　　　　　年　　月　　日～（完了）　　　　年　　月　　日

	補助対象事業の経費合計－①
	（税抜額で記載すること）
円
	補助金申請額

（①の1/2以内、
上限100万円）
	（税抜額で記載すること）
円

	事業の内容
	①事業の背景

（御社の事業概要、業界動向など）
以下、②では、弊社の現状と連携クリエイターにより整理された本質的な課題を記載、
③では、連携クリエイターの専門的観点より提案された事業目的と課題解決策を記載、
④では、本事業により期待される売上効果と定量的な目標数値を記載します。

②自社の現状と課題

（御社の業務内容及び課題など、全体像が把握できるような図の添付が望ましい）
■自社の現状
■課題　



	事業の内容
	③コンテンツ活用の目的とその内容
（どのような形でコンテンツ活用を行うのか、本事業申請前→本事業採択後の変化がわかるような構成図の添付が望ましい）
弊社事業の課題解決に向けて、連携クリエイターからの企画提案により、以下に述べる内容を事業として実施する。
※連携クリエイターからの企画（提案）書と見積書は別途添付します。
■事業目的

■事業内容

■解決手段
・○○の開発

具体的に：○○～

・○○の制作　

具体的に：○○～

・その他○○
具体的に：○○ 

④本事業のまとめ
現状の課題
課題解決策
改善目標


	事業の効果
	（本事業により期待される売上効果と定量的な目標数値を記載してください）
本事業を実施することで、～

事業実施前

＜申請時＞

事業終了
（1年後）

事業終了
（２年後）

事業終了
（３年後）

売上額

着目指標

事業実施前

＜申請時＞

事業終了
（1年後）

事業終了
（２年後）

事業終了
（３年後）



	その他
特記事項
	①本申請事業以降の将来構想などあればお書きください



備考　この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。
企業が考える課題ではなく、クリエイターによって整理・発見された課題を記載してください。





こちらの文言は必ず記載してください。





こちらの文言は必ず記載してください。








